
第第第第11117777回回回回研究会研究会研究会研究会

東京外国語東京外国語東京外国語東京外国語大学語学研究所大学語学研究所大学語学研究所大学語学研究所（（（（研究講義棟研究講義棟研究講義棟研究講義棟419419419419室室室室））））

＜＜＜＜一般公開一般公開一般公開一般公開・・・・参加費無料参加費無料参加費無料参加費無料＞＞＞＞

2015201520152015年年年年12121212月月月月5555日日日日（（（（土土土土）））） 14141414：：：：00000000〜〜〜〜17171717：：：：40404040

14141414：：：：00000000～～～～ 開会開会開会開会のののの挨拶挨拶挨拶挨拶

14141414：：：：11110000～～～～15151515：：：：00000000 発表発表発表発表 「「「「空間表現空間表現空間表現空間表現にににに現現現現れるれるれるれる話者話者話者話者：：：：

英語英語英語英語不変化詞不変化詞不変化詞不変化詞のののの直示的機能直示的機能直示的機能直示的機能をををを中心中心中心中心にににに」」」」

大谷直輝氏大谷直輝氏大谷直輝氏大谷直輝氏（（（（東京外国語大学東京外国語大学東京外国語大学東京外国語大学，，，，認知認知認知認知言言言言語語語語学学学学・・・・英語英語英語英語学学学学））））

15151515：：：：10101010～～～～16161616：：：：00000000 発表発表発表発表 「「「「チャガタイチャガタイチャガタイチャガタイ語語語語‘‘‘‘olča’’’’についてについてについてについて————————15151515世紀中央世紀中央世紀中央世紀中央アジアアジアアジアアジアにににに

おけるおけるおけるおけるペルシアペルシアペルシアペルシア語語語語・チュルク・チュルク・チュルク・チュルク語関係語関係語関係語関係のののの一例一例一例一例としてとしてとしてとして————————」」」」

菅原睦氏菅原睦氏菅原睦氏菅原睦氏（（（（東京外国語大学東京外国語大学東京外国語大学東京外国語大学，，，，言語学言語学言語学言語学・・・・中期中期中期中期チュルクチュルクチュルクチュルク語語語語））））

16161616：：：：11110000～～～～17171717：：：：44440000 講演講演講演講演 「「「「語彙語彙語彙語彙，，，，文法文法文法文法，，，，好好好好まれるまれるまれるまれる言言言言いいいい回回回回しししし――――認知文法認知文法認知文法認知文法のののの視点視点視点視点」」」」

西村西村西村西村義樹義樹義樹義樹氏氏氏氏（（（（東京東京東京東京大学大学大学大学, , , , 認知認知認知認知言語学言語学言語学言語学））））

17171717：：：：40404040～～～～ 閉会閉会閉会閉会のののの辞辞辞辞

お問い合わせ：東京外国語大学お問い合わせ：東京外国語大学お問い合わせ：東京外国語大学お問い合わせ：東京外国語大学 国際日本研究センター国際日本研究センター国際日本研究センター国際日本研究センター

電話：電話：電話：電話：042042042042----330330330330----5794579457945794 メール：メール：メール：メール：infoinfoinfoinfo----icjs@tufs.ac.jpicjs@tufs.ac.jpicjs@tufs.ac.jpicjs@tufs.ac.jp

東京外国語大学国際日本研究センター東京外国語大学国際日本研究センター東京外国語大学国際日本研究センター東京外国語大学国際日本研究センター
対照日本語部門・国際日本語教育部門共催対照日本語部門・国際日本語教育部門共催対照日本語部門・国際日本語教育部門共催対照日本語部門・国際日本語教育部門共催

『『『『外国語外国語外国語外国語とととと日本語日本語日本語日本語とのとのとのとの

対照言語学的研究対照言語学的研究対照言語学的研究対照言語学的研究』』』』

対 照対 照対 照対 照 日 本 語 部 門日 本 語 部 門日 本 語 部 門日 本 語 部 門 ： 早 津 恵 美 子： 早 津 恵 美 子： 早 津 恵 美 子： 早 津 恵 美 子 鈴 木 智 美鈴 木 智 美鈴 木 智 美鈴 木 智 美 成 田成 田成 田成 田 節節節節 三 宅 登 之三 宅 登 之三 宅 登 之三 宅 登 之対 照対 照対 照対 照 日 本 語 部 門日 本 語 部 門日 本 語 部 門日 本 語 部 門 ： 早 津 恵 美 子： 早 津 恵 美 子： 早 津 恵 美 子： 早 津 恵 美 子 鈴 木 智 美鈴 木 智 美鈴 木 智 美鈴 木 智 美 成 田成 田成 田成 田 節節節節 三 宅 登 之三 宅 登 之三 宅 登 之三 宅 登 之


